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校長  清水  良江 

プールから元気な子どもたちの声が響いてきます。声を出してしっかりと準備運動を行い、約束を守って入ってい

ます。中学校では水泳がありませんので、小学校のうちに水慣れをしたり、泳ぎの基礎を学んだりします。プール学

習の最後には着衣泳が行われます。そこでは水難から命を守るため、水の中で体がどんなふうに浮いたり沈んだり

するのか、子どもたち一人一人が体験として学びます。命を守る行動を正しく身に付けてほしいと思います。 

さて、６月の校長講話では「へいわってどんなこと？」（浜田桂子・童心社）をもとに、全校で「平和」について

考えました。少し難しい内容ではありましたが、一年生もしっかりと自分のこととして受け止め、考えていました。以

下、子どもたちの感想を紹介したいと思います。はじめに低学年の児童の感想です。 

おともだちといつもあえることをへいわだとおもいます。／まいにちのようにおいしいごはんがたべられるのがへいわだ

とおもいます。これからはきらいなにんじんを一口はたべたいです。／まいにち、はやねはやおきあさごはん、げんきに

がっこうにいけたらいいなとおもいました。 

また、国語で戦争について学習をしている上学年からは、次のような感想が寄せられました。 

平和は、学校に行けて、楽しく暮らせることだと思いました。それといのちはとても大切です。日本はぜったい戦争

をしない国でいてほしいです。／平和っていいことなんだと思いました。平和でいられるのは大切でくるしまなくていい

自由なことだと思います。これからも日本で平和にくらしたいと思います。そして友達とこれからもなかよく楽しく勉強

をしたいと思いました。／平和は、人それぞれ好きな色、好きな食べものがちがうように、平和とは何かの考えもちが

うことがわかりました。これからは自分が平和でいられることを大切に思っていきたいです。／平和はみんなが楽しい

生活を送れる世界だなと思いました。平和でないと悲しい気持ちがあふれ出てしまうからです。これから、自分たち

でも戦争をしない平和な世界をたくさん作っていきたいなと思います。／楽しいと思える時が平和なんだと思います。

先生におこられたり友達とけんかしたりなどは日頃の毎日だと思います。その日悪いことがあってもその後、幸せがくる

と思います。／人の心をきずつけることは平和ではないと思いました。 

みんなとてもよく考えていると思いました。「人の心をきずつけることは平和ではない」本当にその通りです。人の心

や身体を傷つけ、恨み合っても何の意味もありません。平和というのは、たがいを思いやり、認め合い、ともに支え合

っていくことで手に入れることができるのだと思います。ふだん何気なく生活している毎日ですが、改めて「平和」につ

いて考え、自分達の生活を見つめ直していくことは大事なことだと思いました。 

 

 

 

 

 

〔学校教育目標〕～感動し、共に喜びあえる児童の育成～  

 

      

鴻巣市立箕田小学校  学校だより  
令和５年７月３日 

児童数 
男子 １56名  
女子 １39名  
合計 29５名 

校章の笹竜胆（ささりんど

う）は、箕田源氏の旗印です 

 平和ってどんなこと？ ～夏休みを前に考えよう～  

子育ても「みんなちがってみんないい」  ～子どもも個性をもっています～ 

 

「この子は、どうして～なんだろう。」子育て中によく聞かれる言葉です。兄弟姉妹なのに全然違う。親と性格が

正反対。親の指示が行き届かない。自分の思う理想の子どもに育てようとすればするほど、イライラが募るもので

す。子どもは親の分身ではなく、一人の人間です。「その子の個性を受け入れ、もっているよさを見極め伸ばす」こ

とが親の役目なのだと思います。まずは我が子のよさをたくさん見つけ、認めることです。今まで短所だと思ってい

たことも意外とよさなのかもしれない…と思えるかもしれません。 

ちょっとひと息☕ 
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事故が起きてからでは遅いです！！ 
鴻巣市内の小・中学生で自転車に乗っていての交通事故が、なかなか減り

ません。正しい自転車の乗り方や危険を予測する大切さを、改めて確認した

いところです。特に、学校前の中山道は一つ間違えると大事故になります。

横断歩道のないところを自転車で飛び出したり、信号が青になる前に渡った

りすることは、絶対にしてはいけません。また、万が一に備えてヘルメット

の着用についても御一考願います。 

「箕田っ子を事故の被害者にも、加害者にもさせない」という願いは、私

たちの共通の願いです。その願いを実現するためには、私たち大人が範を示

して子どもを指導する（躾ける）ことが大切となります。夏休みに入る前に、お子さんの実情に合わ

せた具体的な指導を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
学校閉庁日について 

鴻巣市では以下の期間を学校閉庁日とし、全ての小・中学校で教職員が不在となりますので、ご理

解ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

１ 期    間   ① ８月１１日から８月１６日の間の平日 

            ② １２月２８日、１月４日 

            ③ 県民の日（１１月１４日） 

            ④ 各校の開校記念日（箕田小は４月２０日） 

２ 非常時の対応   事故や災害等、緊急時の連絡は鴻巣市役所（学務課・学校支援課）へ 

※ＴＥＬ ０４８－５４１－１３２１（代表） 

 

熱中症対策について 
本校では熱中症対策として、環境省 熱中症予防情報サイトの「暑さ指数（WBGT）の実況と予

測」における熊谷の数値が、３１℃以上「運動は原則禁止」（熱中症予防運動指針参照）の場合は、

運動や外遊びを原則禁止とします。 

 

登下校時のクールネックタオル・日傘の使用について 
本格的な夏に向けて、今後厳しい暑さが続くことが予想されます。熱中症対策のため、児童の登下

校におけるクールネックタオルや日傘の使用を可といたします。期間は９月末までを予定していま

す。先日手紙でお知らせした留意点に気を付けてご使用ください。なお、どちらも自己管理となりま

すので、お子様が一人で使用・保管できるように、ご家庭でよく確認をお願いします。 

 

授業参観・懇談会へご出席いただきありがとうございました 
先週は、１学期末の授業参観・懇談会があり、多くの保護者の方にご来校い

ただきました。また、懇談会では、夏休みの生活や宿題について担任よりお話

をさせていただきました。夏休みの課題（宿題等）について、保護者の方にご

協力いただくこともありますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

東校舎屋上防水工事が始まります 
７月中旬から１０月末まで、東校舎（職員室や５・６年 

教室のある校舎）の屋上防水工事が行われます。その間、 

東校舎の周りに工事用の足場や仮囲等の仮設資材が設置さ 

れたり、重機や車両の出入りがあったりしますので、ご来 

校の際は、十分お気を付けください。なお、工事期間中の 

教育活動については、安全に十分配慮しながら通常通り実 

施予定です。 

最近、「はし」を忘れる児童が増え
ています。忘れた場合は連絡帳
に書いていますので、ご家庭でも
確認をお願いいたします。なお、
今年度より、「はしの日」はなくな
りましたので、「はし」は毎日持た
せるようにしてください。 
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